


















































































































































られる計算であった。倉に貯蔵する場合、穀にすればかさばらず多くの田租を保管できた。それに穀は頴より長期間 保存に耐えられる利点もあった。こうして集められた田租は「穀」と「頴」と なってい 頴稲は次の出挙と関わりが深い。表１のように丹生郡が天平元年までに貯えた穀は五五一〇六石、頴七一二六八束であっ 。一束の頴稲を
表１　丹生郡の収支決算（越前国大税帳より）




出 挙 元 利 稲 3573
合 計 60146 11083
支 出
舂 米 料 358
匠 手 食 料 104
出 挙 稲 2766
身 死 人 負 稲 384











































たのであるが、収穫期までに出挙稲の借り受けたまま死亡し、返済を免じられ 農民が何人かい 。その者に貸し出した出挙稲は 計で三八四〇束であった。貸し出量から死亡した人に貸し出し 量を差 引いた残りが二三八二二束である。この半分一一九一一束が利息で、元利合計は三五七三三束であった。加賀郡は貸し出し量六三三七〇 、死者分一七七四束を差し引いた残 一五九六 の
半分が利息で三〇七九八束、元利九二三九四束、貸出量・利息いずれも丹生郡の約三倍である。加賀郡の郷数は一六郷で より二郷少ないのに出挙稲は丹生郡の三倍であることは、稲を借りねばならない貧農 数や借り受ける量が多かったと考え れる。田租のうち丹生郡における天平元年までの頴稲の割合は一一・五パーセントであるが、加賀郡のそれは三九・四パーセントと高い。先学 結論によると頴稲率が高いのは後進地域であると言われるから
















「正税はこれから以後、別に不動倉と定め、国に貯えるものとする」あり、不動倉の起源はここ 求められるものの、実際 は養老年間以降であろうといわれる。 『類聚三代格』の八九一年
（寛平三）
八月三日の太政官符に



























































































の記事に「二品の長親王・舎人親王・新田部親王と、三品の志貴親王に 戸を れぞれ二〇〇戸、従三位の長屋 は一〇〇戸を増封した。これらの封戸 租は、すべて封主に給される。食封 田租を全額封主に賜ることは、この時から始まった」とあり、上記四人には田租の全額を給することになったのである。ところが「越前国大税帳」が作成された七三〇年
（天平二）
時点で、 長親王・志貴親王・










































天平二年「隠岐国郡稲帳」 、 天平四年「越前国郡稲帳」 、天平四年ころと考えられる「播磨国郡稲帳」の三通である。いずれも断簡である。郡稲の起源は不明ではあるが、大化以前の国造制時代に地方豪族 中央へ地方の特産物を献上した慣行が継承されたとみなされ、国造領 田租と出挙が郡稲の起源であろうといわれる。律令時代になって是ま の田租は正税として官倉に納められた。その正税の一部を出挙し、利稲を別置して郡稲としたからであろう。郡ごとに一定 本稲を分け、それを元手に出挙して得た利稲が郡の唯一の収入であ　
表２を見てみよう。丹生郡の場合天平
三年までに貯えた稲の全てを出挙稲としているほど余裕のない郡財政であったことが分か表２　「越前国郡稲帳」収支決算書（表の空白は不明）
収  支 項 目 敦賀 丹生 足羽 大野 坂井 江沼 加賀
収  入
天 平 ３ 年 3086 1294 15590 7296 30708
出 挙 死 亡 者 稲 0 －60 －150 0 －320
利 稲 518 617 3605 1437 1889 3123 5890
死 馬 売 却 稲 10 30 0 0
不 用 馬 売 却 稲 0 0 0 0
他郡から移送稲 0 2000 0 0
合 計 3614 3881 4371 10429 36278
支  出
往 来 人 食 料 稲 29 36 12 343 12 12 10
篁子・糸・酒他 5 85 170 1910 45 2017 275
他郡への移送稲 0 0 0 0 0 0 2000
その他の雑用稲 692 2316 1452 782 750
合 計 726 2437 3705 839 3035
































































の食法が定められ、 『律令』戸令〈国守巡行条〉に「凡そ国の守 年毎に一度は国内を巡察し、風俗を知り、百年を問い、違反者は記録し、無実の罪に陥れてはて ならない。地方政治の良し悪しを調べ、百姓の患い苦しむところを知り、丁寧 五教を諭し、農事を盛んにするように勧めよ。国内 好学・篤道・孝悌・忠信・清白・異行に秀でた者 おれば推挙せよ。不孝悌で礼をわきまえず、常に秩序を乱し、法令に逆らう者がいたなら正しく
導き、 それでも逆らう者は捕縛せよ」とあり、儒教的な徳治主義によって礼の秩序を形成する使命を担った巡行 、国司の大きな任務であった。 『同』戸令〈国郡司条〉には「所管の地へ行って調査すると、百姓は出迎えたり送ったりするため、産業に支障を来たし、接待を受けて農民に迷惑をかけてはならない」と農業の邪魔をしてはならないと釘を刺している。　
調庸収取食料は中央へ収める税調と庸の収















として越前に遣って来た。彼は三人の従者を従えていた。若麻呂一日の食費は稲四把・塩二勺・酒一升、従者一日の食費は稲四把・塩二勺であり、敦賀・丹生郡それぞれ二日を要したので、支出数は稲六束四把・塩三合二勺・酒四升である。検舶使とは船 関する調査のために来た使いであるから のある敦賀港で調査すれば目的は達成される筈であるのに、この時検舶使一行が丹生郡に来ているのは丹生郡に国府があっ から る。④新任国司通過食料
　
少初位上大市首国勝が












































































































































































































蝦夷に対する備えであったと考えられる。正倉院に残る奈良時代の正税帳から見ても糒の貯蓄は一般的に東 に多 ことが分かる。　（二） 「越前国義倉帳」と出挙　天平二年の「越前国義倉帳」が正倉院に残
表６　越前国の郡司（「越前国大税帳」より）
郡  司 敦賀郡 丹生郡 足羽郡 大野郡 坂井郡 江沼郡 加賀郡
大  領 生 江 臣 金 弓 三 国 真 人 道 君 □ □
少  領 角 鹿 直 綱 手 佐味君浪麻呂 阿須波臣真虫 海 直 大 食
主  政 矢原連与佐弥 膳 長 屋 道 君 五 百 嶋
〃 生 江 臣 積 多 江 沼 臣 大 海 大私造上麻呂
主  帳 坂本連宿奈麻呂 山 君 大 父 江 沼 臣 入 鹿 道 君 安 麻 呂
































免除された。 「越前国義倉帳」に 〇一八戸の等級が明記されているのであるも の、下下 にも入らない等外 九二〇戸で全体の九割を占めているあり まであった。 「越前国義倉帳」から推せば、天平二年ころ 越前のほとんどの は出挙制度の恩恵を受けなければ生活ができなかったので る　
一方政府側からの出挙は、収穫の秋に成る
と貸し付けた稲に加えて五割の利息が付加されて戻ってきたので、 衙財政は潤ったので


















とである。奈良時代から平安時代初め 成立した 言われる古代歌謡『催馬楽』に「太介不の国府」 とあ から、 越前の国府を 不」と呼んでいたこ が分 る。 「越前 大税帳や「越前国郡稲帳」には「国府 も「太介不」とも書かれていないが、 「越前 大税帳」
や「越前国郡稲帳」から「国府との関係」を読み取れるか所が処々に見 れるので参考までに記したのである。　（四）新しい不安
　　　
　
天平四年時点で、なぜ検舶の必要があった
のであろうか。東北遠征に必要な船舶の調達に関わる調査に加え、東アジアの情勢の変化である。七二六年
（神亀三）
朝貢新羅使の来
日があったものの日本との関わりは徐々に悪化していった。一方渤
ぼっ
海かい
は日本との親交を求
め七二七年
（神亀四）
使節を送って来る。な
ぜ新羅が日本から離れ、渤海の使節が日本に来るようになったのか。東アジア 情勢は、七三〇年
（天平二）
遣渤海使引田虫麻呂の帰
国によって詳らかになった。つまり唐と 海との関係が緊迫化することによって、唐に付いた新羅と日本を味方に付けようとした渤海の事情である
（渡辺晃宏『日本の歴史』 ）
。この
ような内憂外患によって慌てた政府は船舶必要から、種類・大きさ・隻数の調査 乗り出したのであろう。
『??????』（?????????）
